
光ファイバーが町内全域に整備されます 
今回、新型コロナウイルス感染症への対応として「新たな日常」に必要な情報通信基盤

の整備が急務となったことで、国の「高度無線環境整備推進事業」を活用し、町内未整備

地域の光ファイバー網が整備されることになりました。 

今までは市街地にのみ開通していた光ファイバーですが、未整備の農村地帯にも開通す

ることで情報通信基盤の地域格差が解消されることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓子府町の「ふるさと応援団」にご参加いただき、ありがとうございます。 

みなさまと訓子府町を結ぶ便りにできればと考えております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                       

～                 

～ 

訓子府町開町１００周年・町制施行７０年 

記念式典を挙行しました 
 １１月１日に町公民館で挙行された、訓子府町開町１００周年・町制施行７０年記念式典は 

新型コロナウイルス感染予防対策を講じながらの実施となりました。町内外から約１１０名

の方が出席し、訓子府町の記念すべき日を祝うために作られた記念歌「訓子府よ永久に」（作

詞：松岡 義和、作曲：小野 朋之）は感動的でした。 

 顕彰では、特別功労表彰５名、功労表彰４名、善行表彰３名、大正元年から昭和５年生まれ

の方で町内に７０年以上住み続けられた永年在住者６８名、１００歳を超えている長寿の方

１０名、町政の発展に功績のある方１１名と４団体の合わせて、１０１名と４団体のうち、当

日出席された３１名と４団体に菊池町長から表彰状や感謝状が手渡されました。 

タイムカプセル開封式 

平成８年（１９９６年）の開基１００年記念事業の一環として、中央公園内に埋められたタ

イムカプセルを１０月３１日に開封しました。 

このタイムカプセルは、２０２０年１０月３１日に開封することとし、開町１００年に向け

たメッセージのほか、書初めや絵、自分への家族などに向けた手紙、教科書、焼酎、くんねっ

ぷメロンワインなど約３００点が収納されており、当日参加した約５０人の町民の方は当時

を思い出し、懐かしんでいる様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子育て支援センター「ひだまり」が開園から１０周年、認定こども園「わくわく園」が

開園から５周年を迎えました。その記念事業として「ひだまり１０周年まつり」、「わくわ

くランド」が開催されました。 

 当日は、開園を祝う様々な催し物が設けられ、子供たちは楽しんでいる様子でした。 

記念式典式辞 タイムカプセル開封式の様子 



                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦クラウドファンディングを開設しました。 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて町でも防止策や支援策に取り

組んでおりますが、まだまだ支援が必要な現状です。 

そこでさらなる支援を充実させるため、今回クラウドファンディングを

立ち上げました。クラウドファンディングのホームページに詳細な支援策

について記載しておりますので、応援してくださると幸いです。また、返礼

品を選定いただくと事業者への直接的な支援にもつながりますので応援く

ださるようよろしくお願いします。 

クラウドファンディングに係るご質問等がございましたら、お気軽に下

記までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓クラウドファンディングページはこちら 

https://www.furusato-tax.jp/gcf/1143 

 

施設の老朽化や施設設備の課題により、国の制度を活用して消防庁舎の建て替えを行うこととなりま

した。町民説明会や訓子府消防団員、関係者と協議し様々な要望、意見を踏まえたうえで基本設計が決

定しました。 

年度内に工事着工し、令和４年秋には利用開始となります。 

 

現消防庁舎 新消防庁舎（イメージ） 

昨年、訓子府町は大正９年に置戸町から分村して１００年、昭和２６年に「村制」から「町制」に変

わって７０年目の記念の年でもありました。新型コロナウイルス感染症予防の問題から歴史ある伝統

行事の多くが中止に追い込まれましたが、１１月１日の記念式典は何とか挙行することができました。

そのような閉塞感の漂う中でも嬉しい事や楽しいこともたくさんありましたので、その一部を紹介さ

せていただきます。 

令和２年１１月１日の記念式典の夜には大輪の大きな花火が１００発以上打ち上げられました。突

然の大きな花火の音で、町民の多くが「何だ？」と窓を開けたり外に飛び出たりする様子が見られまし

た。実は３密を避けるため極秘で進められていたシークレットイベントだったのです。 

令和２年１２月１日には「交通事故死ゼロ」３，０００日が達成され、北海道知事や北見警察署長か

ら町内の熱心な交通安全活動が称えられ、感謝状が贈られました。 

そのほか、森林の適正な管理と林業の持続的発展や健全な経営管理に努めていることが高く評価さ

れ、旭町の越高春男さんが「農林水産大臣賞」を受賞しました。また、昭和２１年から林業、森づくり

にご尽力された功績を称えられ、美園地区の開拓農家二代目である中野浩司さんが「森と人を育てるコ

ンクール優秀賞」を受賞しました。 

最後に、町からお菓子屋さんとパン屋さんが閉店したことを受けて、私も東京や秋田の友人をつてに

出店のラブコールを送っていたところ、函館でパティシエ修業をしていた加賀美慎也さんご夫妻のご

協力で、ついに１１月１７日「カガミ菓子店」がオープンしました。オープンの初日は開店前から長蛇

の列となり、町民の方がいかに楽しみにしていたか、嬉しくてなりませんでした。 

２０２１年はさらに良い年にしましょう！ 

https://www.furusato-tax.jp/gcf/1143

